
伝 言 板伝 言 板伝 言 板 『無料法律相談のご案内』
毎月１回、福島生協病院医療相談室にて弁護士による無料
法律相談（お一人30分程度）を行なっています。何かお困
りごとがおありの場合は、ぜひご相談下さい。
事前の予約が必要となりますので、下記のお問い合わせ先
までご予約をお願いします。

毎月第３土を予定しています。
次回は３月16日土10時半です。

お問い合わせ先

今後の
日 程

福島生協病院　医療相談室
☎（082）292-3171㈹

藤原先生から新福島生協病院の役割について
語られました。

グループでの話し合いの結果を
発表（１班）

グループでの話
し合いの結果を

発表（２班）

グループに分かれて話し合い（５班の様子）

グループ
に分かれ

て話し合
い（９班の

様子）
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団
地
の
高
齢
化

が
、
新
聞
で
話
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

三
十
数
年
前
に

は
、
み
ん
な
若
く
て

と
て
も
想
像
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

近
所
で
、
子
ど
も
達
の
遊
ぶ

姿
を
見
る
機
会
が
減
り
、
我
が

家
の
子
ど
も
達
も
県
外
に
出
て

久
し
く
、
高
齢
化
は
少
し
ず
つ

進
ん
で
い
た
の
で
す
。

　

団
地
内
で
の
移
動
は
、
場
所

に
よ
っ
て
は
結
構
な
勾
配
が
あ

り
、
若
か
っ
た
頃
で
も
自
宅
ま

で
の
坂
の
上
り
下
り
は
し
ん
ど

い
も
の
で
し
た
。そ
ん
な
坂
を
、

買
い
物
の
た
め
に
シ
ル
バ
ー
カ

ー
を
引
き
ず
り
な
が
ら
、
休
み

休
み
買
い
物
に
出
か
け
る
高
齢

者
の
姿
を
見
か
け
る
こ
と
が
多

く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
今
度
は
そ
の
ス
ー
パ
ー
が

廃
業
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

す
。
買
い
物
に
出
か
け
な
く
て

も
、
電
話
で
注
文
を
受
け
配
達

を
し
て
く
れ
て
い
た
店
で
す
。

買
い
物
弱
者
に
は
あ
り
が
た
い

存
在
で
し
た
。

　

今
の
私
は
車
で
出
か
け
た
つ

い
で
に
、
広
い
駐
車
場
の
あ
る

ス
ー
パ
ー
に
寄
れ
る
の
で
、
全

く
心
配
し
て
い
な
い
の
で
す

が
、
果
た
し
て
い
つ
ま
で
で
き

る
こ
と
や
ら
。

　

自
分
の
問
題
と
な
る
頃
に

は
、
も
っ
と
い
ろ
ん
な
難
題
が

持
ち
上
が
っ
て
い
る
こ
と
で
し

ょ
う
。
で
も
、
ピ
ン
チ
を
チ
ャ

ン
ス
に
。
今
年
度
も
生
協
の
強

み
を
活
か
し
た
活
動
を
、
楽
し

み
な
が
ら
広
げ
た
い
も
の
で
す

ね
。 

（
Ｈ
Ｔ
Ｏ
）

紙
面
の
ご
案
内

２
面
…
第
３
回	

も
し
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト『
だ
れ

で
も
わ
か
る
！
新
病
院
の
特
徴	

ま
る
わ

か
り
編
』開
か
れ
る
／
組
合
員
の
輪

３
面
…
２
０
１
２
年
度
く
ら
し
と
福
祉
の
学
校

お
知
ら
せ
／
生
協
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
２
０
１
３
／
第
58
回
通
常
総

代
会
公
告
／
２
０
１
３
年
度	

総
代
選
挙

公
示
／
わ
が
ま
ち
散
歩（
戦
災
復
興
記
念

碑
）／「
医
療
福
祉
生
協
の
い
の
ち
の
章

典
」（
案
）っ
て
ど
の
よ
う
な
も
の
？
②
／

虹
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
行
動
in
ア
ル
パ
ー
ク

第３回 もしもプロジェクト
『だれでもわかる！新病院の特徴

まるわかり編』
開かれる

編集部連絡先
〒733-0031 広島市西区観音町16-19
電話 (082)532-1264(代)･FAX(082)532-1267

　

１
月
31
日
㈭
の
午
後
、
生
協
け
ん

こ
う
プ
ラ
ザ
で
「
第
３
回
も
し
も
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
銘
打
っ
て
、
新
福

島
生
協
病
院
建
設
に
向
け
た
集
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。参
加
者
は
93
名（
組

合
員
76
・
職
員
17
）。
生
協
内
科
ク

リ
ニ
ッ
ク
藤
原
秀
文
院
長
の
お
話

「
ま
る
わ
か
り　

新
病
院
の
特
徴
」

を
聞
い
た
の
ち
、
11
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
ワ
イ
ワ
イ
・
ガ
ヤ
ガ
ヤ
と

話
を
し
な
が
ら
新
病
院
紹
介
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
る
た
め
の
意
見
や
提
案

を
出
し
合
い
ま
し
た
。

（
２
面
に
続
く
）

「もしもプロジェクト」の正式名は
「もしも組合員37,000人の英知を新病院に活かしたら…プロジェクト」の略です。
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祝
！
再
ス
タ
ー
ト
！

　

横
川
・
三
篠
支
部１月

16
日
㈬

　

２
０
１
０
年
４
月
か
ら
運
営

委
員
会
や
班
会
は
休
眠
状
態

だ
っ
た
横
川
三
篠
支
部
が
再
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
己
斐
支
部
や
田
方

支
部
の
方
も
激
励
に
駆
け
つ
け

て
頂
き
、
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
の
体

験
会
や
班
活
動
の
魅
力
に
つ
い

て
お
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。
ほ

か
に
も
、
安
産
亭
徳
丸
師
匠
の

新
春
落
語
や
脳
い
き
い
き
教
室

体
験
、
生
協
の
組
合
員
活
動
や

新
病
院
建
設
な
ど
の
紹
介
が
あ

り
ま
し
た
。

　

運
営
委
員
の
山
下
さ
ん
か
ら

は
、
再
開
に
向
け
参
加
者
の
み

な
さ
ん
に「
是
非
、一
緒
に
や
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
！
」
と
力
強

く
訴
え
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
も
横
川
周
辺
に
知

り
合
い
の
方
な
ど
い
ま
し
た

ら
、情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

＊　

＊　

＊　

＊

新
年
会
で「
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｎ
」

　

五
日
市
支
部

１
月
19
日
㈯

　

五
日
市
診
療
所
利
用
委
員
会

と
五
日
市
支
部
の
合
同
で
新
年

会
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
は
11

名
の
参
加
で
、
わ
い
わ
い
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　

今
月
の
運
営
委
員
会
で
決
め

た
「
新
支
部
づ
く
り
」
に
つ
い

て
、
運
営
委
員
さ
ん
の
決
意
が

語
ら
れ
ま
し
た
。

　

中
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
組
合
員
活

動
交
流
集
会
、
新
春
学
習
会
で

の
南
医
療
生
協
の
話
な
ど
に
も

後
押
し
さ
れ
、
五
日
市
支
部
は

徐
々
に
ス
イ
ッ
チ
が
入
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　

今
年
こ
そ
具
体
的
に
動
き
出

せ
る
よ
う
に
準
備
を
進
め
て
い

く
決
意
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

＊　

＊　

＊　

＊

先
生
も
新
年
会
に
参
加

　

己
斐
支
部

１
月
20
日
㈰

　

己
斐
西
町
集
会
所
に
て
己
斐

支
部
新
年
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
12
月
の
「
健
康
チ
ェ
ッ
ク

講
座
」
で
習
っ
た
尿
チ
ェ
ッ
ク

と
血
圧
・
体
脂
肪
測
定
を
実
施

し
ま
し
た
。
結
果
に
一
喜
一
憂

し
な
が
ら
も
、「
尿
チ
ェ
ッ
ク

も
生
協
は
で
き
る
ん
だ
」
と
感

心
の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し

た
。

　

今
年
の
新
年
会
は
福
島
生
協

病
院
整
形
外
科
の
杉
本
先
生
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。
支
部
長
か

ら
の
挨
拶
も
決
意
あ
ふ
れ
る
も

の
で
し
た
。「
２
０
１
３
年
、

新
病
院
建
設
に
向
け
て
頑
張
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。」
己
斐
支

部
は
と
て
も
い
い
ス
タ
ー
ト
が

切
れ
ま
し
た
。

『 だれでもわかる！新病院の特徴  まるわかり編 』開かれる
第３回　もしもプロジェクト

（
１
面
の
続
き
）

「
ま
る
わ
か
り　

新
病
院
の
特
徴
」

　

藤
原
先
生
は
語
り
ま
す
。「
地
域
の

様
子
を
率
直
に
見
て
く
だ
さ
い
。
核
家

族
化
は
ど
ん
ど
ん
進
み
、
住
環
境
は

年
々
悪
く
な
っ
て
い
る
。
団
地
の
坂
は

き
つ
く
、
思
う
よ
う
に
外
に
も
出
ら
れ

な
い
。
高
齢
化
は
進
み
、
老
老
介
護
に

な
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
は
深
刻
で

す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
希
薄
化
し
『
と

な
り
組
』
は
崩
壊
し
つ
つ
あ
る
。」

　
「
医
療
は
高
度
化
す
る
が
医
師
は
増

え
な
い
。
医
師
の
配
置
状
況
は
、
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
の
中
で
28
番
目
。
日
本
の
医
者
は

多
忙
を
極
め
て
い
る
。
こ
ん
な
中
で
医

師
と
患
者
・
家
族
と
の
信
頼
関
係
を
築

く
の
は
と
て
も
大
変
。
厚
労
省
の
方
針

で
、
入
院
日
数
と
診
療
報
酬
の
ラ
ン
ク

が
セ
ッ
ト
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
病

院
に
と
っ
て
は
、
患
者
を
早
く
退
院
さ

せ
る
ほ
ど
利
益
が
出
る
仕
組
み
だ
。
こ

れ
で
は
高
齢
者
は
病
院
か
ら
追
わ
れ
て

し
ま
う
。
高
齢
者
医
療
に
責
任
を
負
う

機
関
が
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
が
現

状
だ
。」

　
「
ど
う
す
れ
ば
少
し
で
も
解
決
の
方

向
へ
向
か
う
の
か
。
一
つ
の
病
院
の
努

力
だ
け
で
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
。
し

か
し
、
地
域
の
中
に
親
身
に
な
っ
て
受

け
入
れ
る
病
院
が
あ
り
、
そ
の
病
院
が

中
心
軸
に
な
っ
て
必
要
に
応
じ
て
他
の

施
設
を
紹
介
し
た
り
し
な
が
ら
、
リ
ハ

ビ
リ
・
在
宅
・
往
診
な
ど
の
ケ
ア
を
行

う
こ
と
は
可
能
だ
。
さ
ま
ざ
ま
な
機
関

や
施
設
と
連
携
を
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
を
区
別
化
し
つ
つ
相
補
っ
て
患
者
の

い
の
ち
を
守
る
、
そ
ん
な
病
院
を
地
域

の
協
同
の
ち
か
ら
で
作
り
た
い
。」

11
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
新
病
院

紹
介
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
修
正

　

組
合
員
や
職
員
自
身
が
こ
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
使
っ
て
新
病
院
の
魅
力
を
伝

え
て
い
く
際
に
、
説
明
し
や
す
い
、
魅

力
が
伝
わ
り
や
す
い
パ
ン
フ
を
作
り
た

い
と
意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
っ
た
内
容
を

発
表
し
ま
し
た
。

■日　時：４月６日㈯ 13:30〜15:30
■場　所：生協けんこうプラザ５階

「新病院建設
みんなでここまで前進！！

あれこれ大発表会(仮称)」

申し込み・お問い合わせは　組織部まで
☎ 082-532-1264
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碑
文

　
　

指
定　

昭
和
25
年
３
月
22
日

　
　
　
　
　

広
島
市
南
区
比
治
山
本
町

　
「
昭
和
20
年
８
月
６
日
広
島
市
に
史
上

最
初
の
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
、
多
く
の

市
民
の
生
命
財
産
を
一
瞬
に
し
て
失
い
全

く
の
焦
土
と
化
し
た
。
75
年
間
は
草
木
も

生
え
な
い
と
言
わ
れ
た
な
か
で
昭
和
21
年

度
に
戦
災
復
興
事
業
に
着
手
し
、
や
が
て

市
民
の
中
か
ら
強
い
復
興
の
意
欲
が
盛
り

上
が
り
建
設
の
槌
音
が
鳴
り
響
い
た
。

　

昭
和
24
年
８
月
６
日　

広
島
平
和
記
念

都
市
建
設
法
が
制
定
さ
れ
広
島
市
西
部
に

お
け
る
戦
災
復
興
事
業
は
、
広
島
平
和
記

念
都
市
建
設
事
業
西
部
復
興
土
地
区
画
整

理
事
業
と
し
て
施
工
す
る
こ
と
に
な
っ
た

が
、
事
業
規
模
が
広
大
に
わ
た
る
た
め
被

災
中
心
部
か
ら
整
備
せ
ざ
る
を
得
な
く

な
っ
た
。
昭
和
34
年
度
よ
う
や
く
旧
福
島

町
お
よ
び
旧
南
三
篠
町
の
約
３
３
８
ヘ
ク

タ
ー
ル
を
都
市
改
造
事
業
と
し
て
再
開
し

爾
後
13
年
間
広
島
市
な
ら
び
に
町
民
各
位

の
絶
大
な
る
協
力
と
た
ゆ
ま
ざ
る
努
力
の

結
果
今
日
の
姿
を
見
る
に
至
っ
た
。
こ
こ

に
福
島
地
区
都
市
開
発
事
業
の
完
成
を
記

念
す
る
と
と
も
に
こ
の
街
の
発
展
を
祈
っ

て
記
念
碑
を
建
立
し
た
。」　

　

昭
和
48
年
３
月　

広
島
県
知
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　

永
野
嚴
雄

　

昭
和
59
年
11
月　

広
島
県
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　

広
島
市
教
育
委
員
会

　

広
島
市
全
域
が
焼
野
原
と
な
っ
た
昭
和
20
年
。
市
内
ど
こ
で
も
そ
の
復
興
に
は
、
行

政
も
市
民
も
大
変
な
努
力
が
必
要
で
し
た
。
復
興
工
事
事
業
に
直
接
た
ず
さ
わ
っ
た

人
も
し
だ
い
に
少
な
く
な
り
記
憶
も
薄
れ
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
は
復
興
記
念
碑
文
を
そ
の
ま
ま
紹
介
し
ま
す
。

わ
が
ま
ち
散
歩 

⓬

◦
戦
災
復
興
記
念
碑
（
西
区
福
島
町
電
停
前
平
和
大
通
り
緑
地
内
）

「医療福祉生協のいのちの章典」（案）
ってどのようなもの？❷

２．医療福祉生協とは
　医療福祉生協は、地域のひとびとが、それぞれの健康と生活にかかわる
問題を持ちよる消費生活協同組合法にもとづくひとびとの自治的組織で
す。医療機関・介護事業所などを所有・運営し、ともに組合員として生協
を担う住民と職員の協同によって、問題を解決するための事業と運動を行
ないます。
３．医療福祉生協が大切にする価値と健康観
　私たちは近代市民社会の大原則であり、日本国憲法の基本理念である主
権在民の立場にたちます。私たちは憲法13条の幸福追求権や９条の平和主
義、25条の生存権を実現するため、主権在民の健康分野の具体化である健
康の自己主権を確立します。
　医療福祉生協が大切にする健康観は「昨日よりも今日が、さらに明日が
より一層意欲的に生きられる。そうしたことを可能にするため、自分を変
え、社会に働きかける。みんなが協力しあって楽しく明るく積極的に生き
る」というものです。
　私たちは、この価値と健康観にもとづき、医療・介護・健康づくりの事
業と運動をすすめ、地域まるごと健康づくりをめざします。

　先月号に引き続き「医療福祉生協のいのちの章典」（案）の内容
を掲載します。2回目となる今回は、“医療福祉生協とは” と “医
療福祉生協が大切にする価値と健康観” です。
　この機会に「医療福祉生協のいのちの章典」がどのようなもの
かを学び広げましょう。

第58回 通常総代会公告
2013年２月１日

広島中央保健生活協同組合　　　
代表理事　理事長　吉富啓一郎

　広島中央保健生活協同組合定款第50条にもとづいて下記のとおり第58回通常総代
会を開催します。

記
　　日　時：2013年６月15日（土）　13時30分〜16時30分
　　場　所：生協けんこうプラザ　〒733-0031　広島市西区観音町16-19

以上

2013年度 総代選挙公示
2013年（平成25年）２月１日

広島中央保健生活協同組合　　　　　　　　　　
総代選挙管理委員会　委員長　上田 ちなみ

　広島中央保健生活協同組合定款第44条および第45条にもとづく2013年度の総代選
挙を下記のとおり実施します。
1．立候補受付期間　2013年３月23日（土）〜2013年４月12日（金）
2．選挙区

3．投票日　2013年４月13日（土）
＊上記の選挙区と定数をもって、広島中央保健生協の組合員を対象に総代選挙を行います。
＊立候補資格　2013年１月31日現在の広島中央保健生協の組合員
＊立候補を希望する方は選挙管理委員会に立候補届けを行ってください。
＊立候補者が定数内の場合は無投票当選とします。

　　　　広島中央保健生活協同組合総代選挙管理委員会
　　　　広島市西区観音町16-19　広島中央保健生協組織部　電話082−532−1264

選挙区 定数 地　域　名
西部ブロック 47 広島市佐伯区、廿日市市
中央ブロック 87 広島市西区
東部ブロック 72 広島市中区、 南区、 東区、 安芸区、 安芸郡他

職　　員 4 
合　　計 210 

広島中央保健生活協同組合

生協リバーサイドウォーキング2013
参加者大募集！〜健康づくり、はじめよう〜

広島中央保健生協組織部　〒733-0024　広島市西区観音町16-19
☎ 082-532-1264　FAX 082-532-1267（担当：髙野・山本）

■日　　時：４月７日㈰ 10:00〜12:30
　　　　　　（受付開始は9:30〜）※雨天中止
■集合場所：ハノーバー庭園（広島市中区基町　旧市民球場裏）
■コ ー ス：①のんびりコース（約2.5㎞） ②満喫コース（約4㎞）
■参 加 費：無　料
■対　　象：どなたでも参加可能
■そ の 他：フォトコンテスト開催
■持 参 物：水分補給のための飲み物

「くらしを助ける制度の学習会」のお知らせ
2012年度くらしと福祉の学校

■日　時：３月19日㈫　10時〜 12時
■会　場：生協けんこうプラザ５階会議室②
■講　師：三村正弘さん
　　　　（中区生活と健康を守る会事務局長）
　　　　（元広島中央保健生協事務局長）
お申込み・お問い合わせ先：組織部 ☎082-532-1264

額に汗して働いても、人間らしい生活が保障される
社会とはなっていません。
社会保障制度は、施しではありません。人間らしい
生活を送るための権利です。
そのためにつくられた制度についてみなさんで学習
しましょう。

　バレンタインデーを控えた２月９日㈯の14時よりアルパークの連絡通路
で〝虹のバレンタイン行動〟を行ないました。
　今年のバレンタイン行動は、2014年４月より８％、2015年10月に10％に引
き上げられる消費税。そこで「ホントにいいの？消費税大増税」をテーマに、
消費税 “模擬” 国民投票のハガキにチョコレートを付けて配布しました。
　それと同時に消費税反対の署名にも取り組みました。通りすがりのお子
さんたちには風船を配り、医療福祉生協のアピールをしました。
　当日は寒い一日ではありました
が、天気は良く行動日和。あっと
いう間の１時間でした。
　ハガキを受け取っていただいた
方々、消費税についてのご自身の
お考えを書いてポストに投函お願
いします。当日の消費税反対署名
は113筆が集まりました。足を止
め署名にご協力くださりありがと
うございました。

虹のバレンタイン行動 in アルパーク
ホントにいいの？消費税大増税

【雨天の場合】
　当日午前８時時点で雨の場合は中止となります。中止かどうか不明な場
合は、下記番号へお問い合わせください。TEL：070-5671-9188
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＝
応
募
方
法
＝

　

二
重
マ
ス
の
Ａ
〜
Ｅ
を
順
に
並
べ
る
と
あ
る
言
葉
が
で
き

ま
す
。
答
え
を
ハ
ガ
キ
に
記
入
し
て
、
生
協
組
織
部
ま
で
お

送
り
く
だ
さ
い
。
答
え
の
他
に
、
広
島
中
央
保
健
生
協
へ
の

ご
意
見
、
お
気
持
ち
、
生
協
活
動
に
対
す
る
提
案
を
お
よ
せ

く
だ
さ
い
。「
組
合
員
の
声
」
と
し
て
「
け
ん
こ
う
」
に
掲

載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
正
解
さ
れ
た
方
の
中
か
ら
抽
選

で
五
人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
を
贈
り
ま
す
。ハ
ガ
キ
以
外
に
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
や
電
子
メ
ー
ル
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

　

な
お
当
選
は
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

答え＝Ａ□	Ｂ□	Ｃ□	Ｄ□	Ｅ□

＝前々回の答え＝
第127回1月号

「ユキオロシ」

●①

●●Ａ

●② ●③

●④ ●⑤

●Ｅ
●●⑥

●

●⑦

●

●⑧

●
●⑨

●

●⑩

●●C
●⑪

● ●D ●B

【
タ
テ
の
カ
ギ
】

①
あ
ら
ゆ
る
方
面
。
○
○
○
八
方
。

②
事
実
で
は
な
い
こ
と
。

③
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
や
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
で
撮
影
し

た
映
像
な
ど
。

⑤
青
梅
を
焼
酎
と
氷
砂
糖
や
み
り
ん
に
漬
け
て
つ

く
っ
た
果
実
酒
。

⑧
人
が
集
ま
り
、
生
活
し
て
い
る
場
。
自
分
が
そ

こ
で
日
常
生
活
を
送
っ
て
い
る
社
会
。

⑩
カ
ビ
・
キ
ノ
コ
な
ど

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】

②
讃
岐
○
○
○
。
稲
庭
○
○
○
。
月
見
○
○
○
。

④
物
品
を
包
む
こ
と
。
荷
造
り
す
る
こ
と
。

⑥
○
○
と
ウ
グ
イ
ス
。

⑦
に
せ
も
の
や
、
ま
や
か
し
も
の
な
ど
を
い
う
俗

語
。
○
○
ね
た
。

⑨
春
・
夏
・
秋
・
冬

⑪
○
○
○
○
○
の
日
。
２
０
１
３
年
は
３
月
20
日
。

■
俳
句
・
川
柳
大
募
集

　

あ
な
た
の
ご
自
慢
の
句
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
紙
面
で

紹
介
い
た
し
ま
す
。（
雅
号
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
）
で
も
可
）

（東区・とし子）

検
査
に
行
き
ま
し
た
。
待
合

室
も
す
ご
し
や
す
く
診
療
室

も
個
室
で
満
足
し
ま
し
た
。

福
島
生
協
病
院
の
新
築
も
ど

の
よ
う
に
な
る
の
か
今
か
ら

楽
し
み
で
す
。

○
大
腸
が
ん
検
診
の
大
切
さ
を

感
じ
ま
す
。い
ろ
い
ろ
な「
健

康
づ
く
り
講
座
」
に
行
け
る

の
も
楽
し
み
で
す
。

○
健
康
に
関
す
る
情
報
を
い
ろ

い
ろ
掲
載
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
パ
ズ
ル
の
答

と
い
っ
し
ょ
に

お
寄
せ
い
た
だ

い
た
声
で
す
。

○
大
腸
が
ん
の
検
査
も
す
す
め

て
く
だ
さ
っ
た
の
に
、
つ
い

忘
れ
て
し
ま
い
日
々
の
こ
と

に
か
ま
け
て
い
た
り
し
ま
し

た
。
ご
親
切
を
思
い
出
し
お

世
話
に
な
り
ま
す
。

○「
無
料
法
律
相
談
」
へ
行
き

ま
し
た
。
と
て
も
参
考
に
な

り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

○
新
し
く
出
来
た
生
協
歯
科
へ

【
協
議
事
項
】

○
新
病
院
組
織
建
設
運
動
と

年
度
末
に
向
け
て
の
組
織

課
題
に
つ
い
て
、
新
病
院

建
設
運
動
推
進
委
員
会
、

も
し
も
Ｐ
Ｊ
、
地
域
訪
問

Ｐ
Ｊ
、ま
つ
り
Ｐ
Ｊ
の
報
告

が
あ
っ
た
。

○「
医
療
福
祉
生
協
の
理
念

（
案
）｣

に
関
す
る
理
事
会

と
し
て
の
討
議
に
つ
い
て

説
明
が
あ
っ
た
。

○
第
58
回
通
常
総
代
会
の
準

備
に
つ
い
て
承
認
し
た
。

○
生
協
歯
科
ひ
ろ
し
ま
（
治

療
台
）
の
臨
時
財
務
執
行

に
つ
い
て
承
認
し
た
。

○
新
病
院
建
設
予
定
地
建
屋

解
体
、
建
設
工
事
諸
規
定

に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ

た
。
建
設
工
事
諸
規
定
に

つ
い
て
は
、
２
月
度
理
事

会
に
て
提
案
す
る
。

○
２
０
１
３
年
度
健
診
料
金

改
定
に
つ
い
て
承
認
し

た
。

【
報
告
事
項
】

○
日
本
医
療
福
祉
生
協
連
に

よ
る
当
生
協
施
設
拡
大
検

討
会
で
の
指
摘
事
項
の
具

体
化
に
つ
い
て
、
医
師
・

職
責
者
会
議
の
開
催
の
提

案
。
新
病
院
建
設
資
金
計

画
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
パ

タ
ー
ン
①
～
③
に
つ
い
て

報
告
が
あ
っ
た
。

○
健
康
づ
く
り
委
員
会
よ

り
、
大
腸
が
ん
検
診
の
普

及
と
回
収
に
つ
い
て
呼
び

か
け
が
あ
っ
た
。

○
生
協
広
報
委
員
会
よ
り
、

委
員
欠
員
補
充
に
つ
い
て

報
告
が
あ
っ
た
。

○
生
協
利
用
委
員
会
よ
り
、

患
者
の
権
利
章
典
実
践
交

流
会
の
ま
と
め
報
告
が

あ
っ
た
。

○
ワ
ー
カ
ー
ズ
、
９
条
の
会

主
催
の
那
須
正
幹
さ
ん
講

演
会
（
５
／
18
）
を
当
生

協
も
共
催
で
開
催
す
る
確

認
を
し
た
。

１
月

 

理
事
会
よ
り

　
生
協
広
報
委
員
会
で
は
、
ひ
き

続
き
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
・
ご
感

想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

締 切 り＝３月31日（当日消印有効）

宛　　先＝〒733-0031
　　　　　広島市西区観音町16-19
　　　　　広島中央保健生協・組織部
Ｆ Ａ Ｘ＝０８２−５３２−１２６７
Ｅメール＝soshikibu@hch.coop

新病院建設を支える
出資金の増額（増資）にご協力を
　新病院の建設に向けて資金計画が練られてきました。それによると、
建設を実現するためには、
①　事業収益を前年比２〜３％増で上げ続けること
②　出資金の純増を３年間（13年〜15年）で４億円積み上げることが
求められています。
　この課題を実現するために理事会は増資運動の先頭に立つ決意を固め、
①　月々の積み立て増資協力者数を増やすこと（前年比1.2倍）
②　建設に向けた特別（大口）増資への協力を組合員や他団体に幅広く
呼びかけることを決定して具体的な取り組みを開始しています。

「新病院建設」の夢をかたちに！　出資金の増額（増資）に
ご協力下さいますよう心からお願いいたします。


